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1日在医会誌 第11巻・第１号 2009年７月

第11回日本在宅医学会大会

大会長　中 野 一 司

このたび，鹿児島市にて，平成21年2月28日（土），3月1日（日）の2日間に渡り，第11回日本在

宅医学会大会を開催しました．今回“多職種連携”をメインテーマとして，学会参加者998名，一般

演題90題，懇親会参加者320名と，盛会をもって終了することができました．あらためて，この場を

かりて，はるばる鹿児島までおいで下さいました皆様に，感謝いたします．

日本在宅医学会は1994年６月設立された「在宅医療を推進する医師の会」から発展し，1999年２月

に正式に結成されました．本学会は医師が中心となって在宅医療を学問としてとらえ，科学的根拠に

基づいた医療の実践を目指し，研究教育活動を推進することを目的として活動してきました．そして，

前回の第10回静岡大会では，10年間の集大成として，｢在宅医学｣というタイトルの教科書が発行され，

一つの節目を迎えました．本学会の生みの親である佐藤智先生の｢在宅医学｣の文章には，｢在宅医療

は医師のみで完結するものではなく，看護師，リハビリ職員などと協働することで成立することは

重々承知しているが，混乱を避けるために医師だけの集団で本学会を始めた｣と，書かれています．

そこで，10周年を終え，立派な教科書も完成し，新しい時代に突入する第11回大会では，医師だけ

の集まりから一転して，“多職種連携”を主テーマにしました．“多職種連携”で行う褥瘡治療や栄養

管理（ＮＳＴ），口腔ケアなどをテーマに挙げました．また，“多職種連携”のメンバーや介護者の多

くは女性で，在宅ケアの分野では，ジェンダー問題（社会的性差別問題）は避けて通れない問題です．

そこで，在宅ケアとジェンダーの問題もテーマの一つとして取り上げ，特別シンポジウムを開催しま

した．現在の混乱した日本社会を救うのは，人口の半分を占める女性がキーワードと考えます．奇し

くも昨年のＮＨＫ大河ドラマの“篤姫”誕生の地，鹿児島にふさわしいテーマでした．

昨年の2008年3月29日には，全国在宅療養支援診療所連絡会が誕生し，今後益々在宅医療が推進さ

れていくものと考えます．明治維新発祥の地であります当地鹿児島が，再び，医療，介護，教育，地

域社会をキーワードとした日本国の平成維新の地となるような，歴史的な大会ではなかったかと考え

ております．

来年は，和田忠志大会長のもとで，千葉にて第12回日本在宅医学会大会が開催されます．さらなる

在宅医療が推進されることを願いまして，皆様方のご健勝を心からお祈りして，お礼の言葉に代えさ

せていただきます．ありがとうございました．

巻頭言




